（調査票B3 記載要領）　
※時点及び期間指定のない項目は、令和７年４月１日時点の現況を入力すること。
※集計の都合上、セルの結合、列の挿入、シート名の変更など、調査票の変更を行わないこと。ただし、行が不足している場合に最終行に行を追加することは可能。

①　「４．病院全体の病床数」は、小児救命救急センターを含めた医療法上の許可病床数を記入すること。

②　「５．センター運営病床数」は、小児救命救急センターの運営開始時のものではなく、現在の実態を反映した数を記入すること。

③　「６．センター内従事職員数」における専任の取扱いは、以下のとおりとする。
・専任医師：担当者となっていればよいものとし、その他診療を兼任していても差し支えないが、少なくとも５割以上従事していること。

④　「７．令和６年度センター患者実数」の外来患者実数は、小児救命救急センターで診療を行った患者の数を記入する。（小児救命救急センターで重症者に限って受け入れている場合には、診療を行った重症患者数を記入し、中等症・軽症も含めて診療を行っている場合は、中等症・軽症も含めた患者数を記入する。）いずれの場合においても、診療を行ったが入院に至らなかった患者の数も含めて記入する。
　　入院患者実績は小児救命救急センターの病床に入院した１年間の患者の実数を記入する。外来患者数よりも少ない数になる。

⑤　救急自動車等には、ドクターカーやヘリコプターを含む。
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